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第 100 期 部門長あいさつ 

 
第 100 期 熱工学部門長 

東京工業大学工学院・機械系 

教授 店橋 護 

tanahashi.m.aa@m.titech.ac.jp 

 
2022 年 4 月より，第 100 期の部門長を仰せつかりました東京工業大学工学院の店橋護と申し

ます．部門長就任にあたり，ご挨拶申し上げます． 
熱工学部門は，伝熱，燃焼，熱物性などの広範な学術分野を取り扱っていますが，それぞれの

分野でナノスケールから宇宙規模スケールまでと，対象とするスケールという意味においても極

めて広い領域をカバーし，我が国の熱工学に関連した産業の基盤を支えてきたものと存じます．

2020 年 10 月に当時の首相による所信表明演説において 2050 年にカーボンニュートラルを目指

すことが宣言され，これに対応した第 6 次エネルギー基本計画が 2021 年 10 月に閣議決定されて

おります．省エネルギー技術，高効率あるいは新エネルギー変換・貯蔵技術などの二酸化炭素排

出量低減や脱炭素に資するカーボンニュートラル実現に必要不可欠な技術については，これまで

も熱工学部門に登録されている皆様が精力的に取り組んでこられ，多くの革新的成果が生み出さ

れてきたものと存じます．しかしながら，2050 年にカーボンニュートラル達成という目標が明確

に設定されたことで，研究・開発の方向性などを大幅に修正することも求められるように存じま

す．例えば，グリーイノベーション基金事業に 2 兆円の基金が準備され，各分野でカーボンニュ

ートラル実現に向けて産業界での研究開発・実証から社会実装までを継続的に支援する事業が始

まっています．この事業では，企業等が対象事業者とされていますが，大学や研究機関，技術研

究組合なども参加可能となっており，目標達成に向けては産官学のこれまで以上に強固な連携が

求められるように感じられます．部門自体は研究実施組織ではございませんので，部門ができま

すことは関連する技術者・研究者が交流できる場をご提供することであり，同分野あるいは異分

野の技術者・研究者の交流が将来的に協創につながる支援をすることかと存じます．熱工学部門

は，第 3 位までの部門登録者数で 4600 人余，第 5 位登録までで 5300 人余と，いずれも本会 23
部門中で第 4 位と大きな部門でございます．大きな部門であるからこそ，適切な交流の場を提供

させて頂き，皆様に有効利用頂ければ，より効果的で大きな力が発揮されるものと存じます． 
第 100 期もコロナ対応が一部残ることになるかと存じますが，熱工学部門が提供する最大の交流

の場は，熱工学コンファレンスでございます．過去 2 年はコロナ禍によりオンライン開催となり

ましたが，本年度は東京大学の丸山茂夫先生を実行委員長として対面での開催をご準備頂いてお

ります．2019 年度 97 期の熱工学コンファレンスが台風接近により中止であったことから，実質

的には 4 年ぶりの対面開催となりますので，有効にご活用いただければと存じます．コロナ禍で

生み出された好評企画イブニングセミナーにつきましては，引き続きオンラインで各回テーマを

絞って開催することを予定しております．国際連携に関する企画も部門の重要な役割と存じます．

熱工学部門では，本会流体工学部門，大韓民国機械学会(KSME)の熱及び流体工学部門と連携し

た日韓熱流体会議，米国熱流体工学会(ASTFE)及び KSME 熱工学部門と連携した環太平洋熱工学

会議をそれぞれ 4 年に 1 度のペースで開催してきておりましたが，これらの国際会議こそ対面開

催に意義があるとの判断から現在のところ中止あるいは延期となっております．第 100 期におき

ましては，これらの国際会議の対面開催に向けて連携先との交渉を進めさせて頂き，国際的な交

流の場をご提供できるよう準備を進めて参ります．また，新部門制導入に伴う部門評価に関連し

て，他部門と連携した講習会や上述のような他学会と連携した国際会議などの継続実施あるいは

新規企画についても検討させて頂きたく存じます．魅力ある部門であり続けるよう精進してまい

りますので，皆様，一年間どうぞ宜しくお願い申し上げます．  
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TED Plaza 
 

 

 

 

 

李 敏赫 

 

 

東京大学 助教 

大学院工学系研究科機械工学専攻 
mlee@mesl.t.u-tokyo.ac.jp 

 

１．はじめに 
自律ロボットは，社会インフラ保全，農林水産業，災害対応，医療・福祉などの，多様な産業

分野における活用が期待されている．しかし，自律ロボットの長時間駆動や高度なミッションの

遂行を可能とするためには，バッテリに替わる新しい電源の開発が必要である．プロパンやブタ

ンのような炭化水素系の液化燃料を用いる発電システムの場合，リチウムイオン二次電池と比べ

燃料のエネルギ密度が数十倍高いため，発電効率が 10%程度と低くても，持続駆動時間を数倍に

延長することが期待できる．さらに，低温環境で性能が低下せず，充電を必要としないため，よ

り多様なミッションへの対応が可能となる． 
日本では，ブタンが充填されたカセットボンベが広く普及しており，調理や暖房等に用いられ

ている．カセットボンベは安全性や備蓄性に優れており，利用上の便宜性も高い．ブタンカセッ

トボンベを燃料とする可搬型の電源としては，レシプロエンジン（飯田，2010）を用いたものが

市販されており，固体酸化物形燃料電池（SOFC）（鷲見，2013）や熱電発電（Shimokuri, 2018）
によるシステムも提案されている．しかし，レシプロエンジンの場合，騒音が大きく，エンジン

オイルが必要であるなどメインテナンスが必要であり，また一酸化炭素や窒素酸化物が排出され

るため，屋内での使用には不向きである．SOFC の場合，発電効率は非常に高いが，立ち上げ用

のバーナや燃料改質器といった補機が必要となるため，体積密度が低い．また，燃料を改質せず

供給する場合は，炭素析出による触媒劣化が常に課題となるため，頻繁なオン・オフを必要とす

るシステムには不向きである．一方，燃焼ベースの熱電発電の場合，静粛でかつ可動部フリーの

高信頼性システムの構築が可能である．熱電発電に関するこれまでの研究開発は，主に高 ZT 値

（性能指数）の材料開発に焦点が当てられており，熱設計や高耐熱性接合の観点からは，まだ検

討が十分に進められていない．  
著者が所属する東京大学機械工学専攻鈴木研究室では，東京大学精密工学専攻淺間研究室，産

業技術総合研究所，株式会社ＫＥＬＫ，ダイニチ工業株式会社と共同で，カセットボンベを燃料

とする高出力・高効率熱電発電システムの開発を進めてきた（鈴木ほか，2021；Uchida, et al., 2022；
Suzuki, et al., 2022）．本稿では，熱電発電システムの概要および本システムを搭載した自律ロボ

ットによる走行試験等について紹介する． 
 

２. 熱電発電システムの開発 
図 1 に，本研究で提案する熱電発電システムの概念図を示す．燃料は，市販のブタンカセット

ボンベから供給され，燃焼器一体型トッパー熱電モジュールにより燃焼および一次発電が行われ

る．さらに，高温・中低温の排熱を，熱インピーダンスをマッチングした熱交換器一体型排熱回

収熱電モジュールにより段階的に回収し，追加の発電を行う．すなわち，温度域に合わせて異な

触媒燃焼を用いた高効率熱電発電システムの開発 
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る種類の熱電素子を用いることにより，高効率化を実現する．本稿では，特に燃焼器一体型トッ

パー熱電モジュールの開発について解説する． 
既存の燃焼ベースの熱電発電システムでは，図 2a に示すように，燃焼器を市販の熱電発電モジ

ュールで挟み込んだ構造となっているため，熱損失が大きく発電効率の向上に限界があった．ま

た，一般に熱電発電モジュールはハンダ付けで組み立てられているため，高温端の上限温度は 300 
ºC 未満であり，燃焼熱を有効に用いることができていなかった．本研究では，図 2b に示すよう

に，燃料・空気混合気を熱電素子に沿って流すことにより，熱伝導による熱損失分を回収する対

流効果（Yamamoto, et al., 2006）に加え，熱電素子の高温端に設けた触媒層における触媒燃焼熱を

発電に利用することで，熱損失を最小限に抑えた熱電発電システムを提案している（彭ほか，2019）．
熱電素子の材料としては，耐熱性・耐酸化性に優れ，常温から 1000 ºC 付近までの幅広い温度領

域で安定な熱電性能を示す SiGe を採用した．  
 

 
Fig. 1  Schematic of the thermoelectric generator system (鈴木ほか，2021). 

 

 
Fig. 2  Schematic of (a) the conventional thermoelectric generator system compared with (b) the present system 

using the convection effect and catalytic combustion. 
 

2・1 モデル燃焼器を用いた触媒燃焼実験 

熱電発電システムにおける燃焼場を模擬するため，SiGe と同程度の熱伝導率を有する石英基板

を用いて，モデル燃焼器を試作した．厚さ 1 mm，25 mm 角の石英基板に，プラズマ溶射法により

厚さ約 50 μm の多孔質アルミナ層を形成し（図 3a），触媒担体表面にパラジウム触媒を含浸させ，

燃焼触媒層とした（図 3b）．5 枚の基板を 1 mm 間隔で配置し，中央に位置する基板の流れ方向表

面温度分布を，中心に 2 mm 幅の隙間を設けた基板１枚（図 3c），および透明石英基板１枚を通

して，放射温度計（測定波長：1.95 - 2.6 μm，計測スポット直径：0.6 mm）により計測した．また，

アルミナがコーティングされた金属針付きシリンジにより，流路中央で燃焼ガスをサンプリング

し，ガスクロマトグラフィを用いて流れ方向の燃料濃度分布を計測した． 
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Fig. 3  Photographs of the catalyst layer and combustor 

(李ほか，2020). 
Fig. 4  Distribution of the temperature and butane mole 

fraction (李ほか，2020). 

  
Fig. 5  Schematic of the OH-PLIF measurement 

system. 
Fig. 6  Measured OH distributions according to the 

change in the combustion mode. 

 
燃焼開始直後は，図 3d に示すように，燃焼器出口で火炎が生じるが，触媒層の温度上昇に伴い

触媒燃焼反応が気相の燃焼反応より優位になるため，最終的には自発的な消炎が起こり，図 3e に

示すように触媒反応のみにより燃焼が持続する．図 4 に，出口平均流速 50 cm/s，100 cm/s，当量

比 1 の混合気条件における，表面温度およびブタン濃度分布の計測結果を示す．低温端側におけ

る下に凸な温度分布は，対流効果によって低温端側への熱伝導損失が抑制されていることを示し

ている．50 cm/s と 100 cm/s の流速条件に対して，それぞれ 613 K と 803 K の温度差が得られ，そ

の時の低温端における温度勾配は対流効果がない場合に比べて大幅に減少し，6 K/mm と 4 K/mm
となる．従って，熱電素子としての等価的性能指数（彭ら, 2019）は，それぞれ 7.3 と 13 倍に増

加したことになる．また，ブタン濃度分布の結果から，触媒反応により 90%以上の燃焼効率が達

成できていることが確認できた． 
一方，燃焼器内部において気相反応が発生する場合，熱電素子への伝熱の低下や逆火の可能性

が懸念される．そこで，平面レーザ誘起蛍光法（Planar Laser-Induced Fluorescence: PLIF）により流

路内の OH ラジカル分布を計測することで，気相反応の有無を確認した．図 5 に，実験系の模式

図を示す．Nd:YAG レーザ励起の色素レーザにより波長 283 nm の励起光を生成し，レーザビーム

を 3 枚の円筒型光学レンズによりシート状に整形して，燃焼器の上部から照射した．OH の蛍光

強度は，中心波長 307 nm のフィルタを通して ICCD カメラにより計測し，レーザ強度の分布はア

セトン PLIF により補正した．その結果，図 6 に示すように，初期の有炎燃焼時は燃焼器出口側の

火炎中に OH ラジカル分布が計測されるものの，十分時間が経ち完全に触媒燃焼へ移行した後は，

流路内において OH ラジカルは計測されず，全ての反応が触媒層における表面反応のみにより支

25 mm

10 mm

(a) (b) (c)

(d) (e)

1500

1200

900

600

Te
m

pe
ra

tu
re

 [K
]

2520151050
Streamwise position [mm]

0.04

0.03

0.02

0.01

0.00

Butane m
ole fraction [-]

50 cm/s
100 cm/s

Gas-phase combustion

t=0 s t=5.5 s t=6 s t=25 s t=30 s t=35 s

Catalytic combustion

Quartz



JSME TED Newsletter, No.96, 2022 

- 6 - 

配されることが分かる． 
 
2・2 SiGe 素子を用いた燃焼器一体型トッパー熱電モジュールの試作 

図 7a に，SiGe 素子の製作プロセスを示す（Fujimoto et al., 2022）．ボロン（B）とリン（P）を

それぞれドープした，p 型と n 型の Si80Ge20 多結晶粉末を一体焼結することにより，直径 20 mm，

厚さ 10 mm の高密度ペレットを形成した．次に，放電加工により脚部を分け，1 mm 厚の板状に

スライスすることで，図 7b に示す長さ 12 mm の SiGe 素子を試作した．前述した触媒層形成方法

により，SiGe 素子の上部 4 mm の両面に Pd・多孔質アルミナ触媒層を形成した（図 7cd）． 
次に，燃焼器一体型トッパー熱電モジュールの燃焼・発電試験を行った．96 対の SiGe 素子を

0.5 mm の間隔に保ち，素子の底面（低温端）を電極部に半田付けすることで，直列に接続した．

K タイプの素線型熱電対を中央の素子の底面に固定して低温端の温度を測定し，最上部の温度分

布はサーモグラフィにより計測した．燃料と空気の混合気は，素子配列の下側から流し，触媒燃

焼させた．図 8 に，燃焼試験時の様子および素子上部の温度分布計測結果の例を示す． 
図 9 に，500 W の投入熱量，0.5 の当量比条件における，出力電圧および電力の計測結果を示す．

開放端電圧 11 V，最大電力として 3.6 mW が得られた．しかし，素子長が 12 mm と比較的短いた

め対流効果は十分得られず，低温端への熱損失が大きい．そのため，低温端の温度が上昇し，半

田接合部が不良となり，モジュール全体の抵抗が 300 kΩ以上に上昇したため，設計値通りの発電

量は得られていない．しかし，抵抗が設計値の 100 Ω以下となった場合，現在の測定値の 3.6 mW
から推定すると，トッパー熱電モジュールのみで約 14 W の発電量，2.8%の発電効率が得られる

と見込まれる． 
 

 
Fig. 7  (a) Schematic of the SiGe thermoelectric generator (TEG) fabrication process and photographs of the 

prototype TEG device(b) before and after forming (c) the catalyst support and (d) catalyst layer. 
 

  
Fig. 8  Photograph of the prototype module and 
temperature distribution on the top of the module 

measured by using thermography. 

Fig. 9  Measurd I-V and I-P curve when the input 
power and equivalence ratio are 500 W and 0.5, 

respectively. 

 

３. 熱電発電システムの運用テスト 

図 1 に示したような，2 台の燃焼器一体型トッパー熱電モジュールを対向させ，燃焼ガスの排

熱回収のための流路を左右に設けた熱電発電システムのプロトタイプを試作した．排熱回収流路

には，4 対の Bi-Te 熱電モジュールと，その低温端を冷却するための水冷ジャケットを取付けた．
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システム全体の構成については，既報（鈴木ほか，2021；Suzuki et al., 2022）を参照されたい． 
図 10 左に，車輪型ロボット（JACKAL，Clearpath Robotics 社製）に本研究で開発した熱電発電

システム，センサ類を搭載した自律ロボットの写真を示す．ロボットには，GNSS（Global navigation 
satellite system）センサおよび 3 次元 LiDAR（Light detection and ranging）が装着されており，LiDAR
により障害物を検知して回避しつつ，GNSS により取得した自己位置情報を用いて目標位置に移

動する．さらに，周囲の環境を計測するため，RGB カメラおよび線量計が搭載されており，目標

位置に到着した後，目標位置を更新して新規の目標位置に移動することにより，自律的な環境モ

ニタリングを行う．今回のテストでは，トッパー熱電モジュールの代わりに有炎燃焼器を実装し

ており，排熱回収熱電モジュールのみで発電を行うため，正味の出力は 70 W 程度であり，250 g
のブタンが充填されたカセットボンベ 2 本で，約 6 時間の走行が可能である． 

2021 年 7 月 15 日に，福島県双葉郡大熊町の帰還困難区域において，自走および長時間の環境

モニタリングを無人で行えることを実証した（李ほか，2021）．今後，トッパー熱電モジュールの

実装および熱損失の低減などにより，システムのさらなる高効率化が可能であり，100 W 以上の

発電出力と 10%の発電効率が達成できると考えられる．さらに，ニューラルネットワークを用い

てロボット駆動系の消費電力を推定し，電源状態を予測しながらロボットのミッションを決定す

るなど，走行距離の延長やミッションの多様化を目指した取り組みも進めている（筑紫ほか，2021）． 
 

  
Fig. 10  Photographs of the prototype autonomous robot powered by the thermoelectric generator (left) and driving 

test demonstrated at the difficult-to-return-zone of Okuma, Fukushima (right) (李ほか，2021). 
 

４. おわりに 

本稿では，市販のカセットボンベから供給されるブタン燃料を用いた，新しい高効率熱電発電

システムの開発とその自律ロボットへの適用に向けた取り組みについて紹介した．トッパー熱電

モジュールでは，SiGe 熱電素子の高温端に Pd・多孔質アルミナ触媒層を形成して直接加熱を行う

とともに，燃料・空気の混合気を板状熱電素子の低温端から高温端に向けて流すことにより熱伝

導損失を低減させた．また，排熱は Bi-Te 熱電モジュールにより回収した．現状では発電効率は

低いものの，自律的に環境モニタリングを行う車輪駆動型ロボットの走行ができることを示した． 
今後，10%の正味発電効率の達成を目指し，高性能触媒層の開発や SiGe 素子形状の最適化，さ

らなる熱損失の低減などを進める．また，ブタンの代わりにバイオエタノールなどを燃料として

用いる，低環境負荷型発電システムの開発についての検討を進めていく． 
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１．はじめに 

筆者は，日立ヨーロッパの Automotive and Industry Laboratory (A&IL)の駐在員として，2017 年 4
月から 2020 年 3 月の 3 年間，ドイツ・ミュンヘンに滞在した．現地業務として，ミュンヘン工科

大学とのガソリン燃焼や燃料噴射に関する共同研究に従事した．本稿では，企業の立場として携

わる海外共同研究について，プロジェクトの実例に説明する．またドイツ生活を通じて学んだこ

と等も紹介する． 
 
２．共同研究先(LVK)の紹介 

日立ヨーロッパは欧州各地に研究所を構えており，ミュンヘンラボ(図 1)の主なミッションは，

自動車および産業分野の研究開発である．社外機関との連携により研究を加速するオープン・イ

ノベーションの一環として，2009 年よりミュンヘン工科大学(Technische Universität München，略

称 TUM)の内燃機関研究所(Lehrstuhl für Verbrennungskraft­maschinen，略称 LVK)との共同研究を行

っている．ミュンヘン工科大学は 1868 年創立の歴史ある大学で，15 の学部およびミュンヘン市

内外に複数のキャンパスを有している．またドイツの名門工科大学連合である TU9 にも属してお

り，研究の質も高い．その中の機械工学部(Fakultät für Maschinenwesen)に属し，エンジン研究の世

界的第一人者である Prof. Dr.-Ing. Georg Wachtmeister(以降，Wachtmeister 教授と呼称)の率いる研

究所が LVK である．  
LVK は，ミュンヘン中心部から西に 10km 程のエリアに位置し，観光名所であるニンフェンブ

ルク宮殿に近い．敷地内には 2 階建ての建屋が 2 棟で，周りは木々に囲まれており，一般的に

イメージされる大学キャンパスよりもアットホームな雰囲気の研究所である(図 2)． 
 

 
 

Fig.1 Hitachi Europe in Munich Fig.2 Institute entrance(LVK) 

ドイツ・ミュンヘン工科大学との共同研究 
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３．日々の研究生活 
共同研究には様々な形態があるが，弊社で行っている共同研究では，大学がプロジェクト担当

の学生を割り当て，その学生を窓口として研究が進められる．学生といっても，博士課程で在籍

する学生は大学から雇用されているスタッフであり，プロジェクトをマネジメントする裁量と責

任が与えられている．  
実験は基本的に大学側の担当となるため，企業側のスタッフは大学に常駐はせず，研究計画や

進捗の報告は主に週 1 回の電話会議で行われる．ただ現実的には，実験の感触や現場での困りご

となど，直接話すことでわかることも多かった．会社オフィスと大学の距離は，アウトバーン(高
速道路)を車で走り 40 分程なので，筆者は出勤途中や帰り際等，かなり頻繁に足を運んでいた．  
 担当学生は，2，3 年の研究生活の後，博士論文を完成させ，大学を巣立っていく．共同研究の

成果は，企業側で活用されるだけでなく，担当学生の博士論文テーマとしても一部が活用される．

Wachtmester 教授を始めとする歴代 LVK スタッフの皆様の支えがあり，このような国を超えた

Win-Win 関係の共同研究を 10 年以上も続けることができており，非常に感謝している． 
 
４．プロジェクト紹介 

ここでは，共同研究成果の一部を紹介する． 
 
4・1 副室式ジェット点火システム 

次期 CO2 規制への対応およびライフサイクルでの CO2 排出削減の観点から，2030 年以降も内

燃エンジンを搭載したハイブリッド車が高い市場シェアを持つと考えられている．エンジンを発

電用に特化したシリーズハイブリッド(SHEV)向けに，副室を用いた火炎ジェット点火システムの

開発が活性化している．従来の火花点火システムでは，主燃焼室上部に固定された点火プラグか

ら放電による火花を発生され，燃焼室内の混合気へ点火を行う．一方，ジェット点火システムで

は，燃焼室上部に副室を有し，点火プラグは副室内に露出する形で固定される．燃焼開始時はま

ず，副室内部にて混合気への点火が行われ，副室内の燃焼発生後，噴孔を通じて連結された主燃

焼室側に向けて高温かつ未燃混合気を含んだジェットを噴出し，主燃焼室側の混合気を多点同時

着火させ，高速燃焼を実現する．ジェット点火システムは，アクティブ型とパッシブ型の 2 種類

に分けられる．アクティブ型は，燃料供給系統を副室内に配置され，点火に必要な燃料の直接供

給が可能である．パッシブ型は，副室内に燃料供給系統を持たず，燃料を含んだ混合気を主燃焼

室側から噴孔を通じて副室内に供給する．  
本研究では，アクティブ型の副室を試作し，ノズル形状や副室内燃料噴射割合が熱効率や排気

に与える影響を，単気筒エンジンベンチを用いて評価した．そして，リーン限界の拡大による低

NOx 化，および高圧縮比との組み合わせによる図示熱効率向上のポテンシャルを明確化した

（Stadler, et al., 2020）． 

Fig.3 Active type Pre-chamber on the engine head Fig.4 Single cylinder research engine bench 
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図 3 に試作した副室をエンジンヘッドにマウントしたイメージを示す．アクティブ型副室には，

点火プラグと単孔インジェクタ，および副室内圧力センサが備わっている．主燃焼室側への燃料

供給は，筒内直接噴射インジェクタを用いて行った．図 4 に，評価に用いた単気筒エンジンベン

チ外観を示す．  
図 5 に排気評価結果として，副室内への直接燃料供給割合𝑚PC を変えた際の，NOx，CO，PN，

および HC 排出を，横軸を空気過剰率 λでまとめたものである．従来火花点火(SI)のケースや，副

室内に燃料噴射を行わない(𝑚PC = 0)場合，リーン限界は λ1.4 程度であるのに対し，副室内に燃

料噴射を行った場合は，最大 λ2.0 まで安定燃焼させることが可能となった．その結果，NOx は 
0.2g/kWh 以下まで抑えることができた．一方で，𝑚PC を増やしていくと CO と PN 排出量が増加

する傾向も見られた．副室内に噴射した燃料が一部，リッチ状態で燃焼した，または未燃として

燃え残ったことが要因と考えられる．  
本稿ではスペースの都合上省略するが，本評価では高圧縮比化と λ2.0 リーン燃焼の組み合わせ

により，図示熱効率 5.4pt の向上も確認でき(1500rpm, IMEP 9bar)，ガソリンエンジンにおけるジ

ェット点火システムのポテンシャルを示した． 
 
4・2 多段噴射による極低温環境での PN 低減 

筒内直接噴射ガソリンエンジンの課題の 1 つとして，粒子状物質(Particle Number, PN)排出規制

の強化が挙げられる．2017 年より Euro6d-Temp 規制の枠組みの中で，より実際の運転環境に近い 
RDE 走行モード試験が導入された．2020 年からは Extended 条件として下限温度が-7℃に引き下

げられた．内燃機関の排気は冷間時に多く放出され，特に-7℃のような極低温時は，PN は著しく

増加する傾向にある．規制適合車の多くは，排気管下流で PN を捕集するフィルタ(以下，GPF)を
搭載するようになったが，GPF の再生制御には燃費悪化の跳ね返りがある．そのため，PN 低減

と燃費低減の両立のためには，エンジンから排出される PN 自体も低減していく必要がある． 
図 6 に燃料噴霧撮影の一例を示す．写真上部から下方に向けて噴霧が噴射され，その垂直方向

Fig.5 Emission measurement result (Active pre-chamber) 

Fig.6 Spray measurement image Fig.7 Penetration length with temperature variation 
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の到達距離をペネトレーションと定義した．図 7 に，燃料温度を-7，20，80，110℃と変化させた

際のペネトレーション長さを示す．噴射圧力は 35MPa で，横軸のエンジン負荷に相当する燃料噴

射量および背圧を試験条件として用いた．IMEP 3bar の低負荷条件では，温度ごとにペネトレーシ

ョンに大きな違いが見られなかったが，中高負荷側では燃料温度が低くなるほど，ペネトレーシ

ョンが増大する結果となった．エンジン負荷が高いときの方が，燃料噴射期間も長くなり，低温

で燃料が蒸発しづらくなる影響を受けやすいためと考えられる．この結果から，極低温での中高

負荷運転では特に，多段噴射によるペネトレーション短縮の重要性が高まることが読み取れる．

多段噴射は，噴射回数や噴射時期などのストラテジ設計自由度が高く，やみくもに全適合を行う

と，試験工数の増大を招く．そこで，多段噴射の最適ストラテジを効率的に抽出する手法として，

実験計画法(Design of Experiment, 略称 DoE)と応答曲面法を適用した（Yoneya, et al., 2020）． 
図 8 に，3 回噴射の設計変数の設定を示す．各噴射の噴射パルス，噴射間隔を変数とし，初回

の噴射時期については，ピストン付着との兼ね合いで決まるため，固定とした．各設計変数に適

切な制約条件を課した後，Space-filling 法を用いてパラメータ空間内に均一にサンプル点を配置す

ることで，エンジン試験計画が生成される．生成された試験計画に基づきエンジン試験を実施し

PN を測定し，その結果を，応答曲面法を用いてマップ化する．図 4 の単気筒エンジンの冷却水を

-3℃程度まで冷却し，PN を計測した．  
図 9 に結果の一例として，横軸を 2 回目噴射時期，縦軸を 3 回目噴射時期とした際の，50 点

の測定結果に基づく PN 感度マップを示す．PN が低い青領域の多段噴射が有望であることを示

しており，この結果に基づいて，詳細なエンジン適合を行うことで，全パターンを網羅的に試験

実施する場合に比べて，より効率的に多段噴射の最適ストラテジを得ることが可能となる．図 9 の
マップ上に示される点 A,B 周囲にて，最適点を探索した結果を，図 10 に示す．Single は 1 回噴

射時の結果，Multi A は吸気行程 3 回噴射で，ペネトレーション短縮によるピストン付着最小化

効果を狙うコンセプトに相当すると考えられる．Multi B は 3 回噴射の最終噴射を圧縮行程に行う．

これは，圧縮行程で筒内温度が上昇した場に燃料を噴射することで，迅速な蒸発を狙ったコンセ

プトに相当すると考えられる．Multi A にて PN54%低減，Multi B にて 68%低減を確認した．また，

エンドスコープを用いて PN 発生源である筒内の輝炎を高速度カメラで撮影した結果を図 11 
に示す．クランク角度 40deg.ATDC 以降に見られる，輝炎を表す赤い領域が，多段噴射の実施に

より減少していることが確認できる． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.8 Design parameters of multiple injection Fig.9 PN sensitivity map on injection timings 
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５．ドイツ生活について 

ミュンヘンはドイツ南部に位置し，バイエルン州の州都である．市街地中心部のマリエンプラ

ッツ (図 12)，自動車メーカ BMW の本社(図 13)等，観光や産業の要衝であり，人口はドイツで 3 
番目に多い約 147 万人(2019 年)を誇る．観光客が訪れる店舗やレストランは英語が通じ，日本人

向けの食材店もあるため，海外生活としては比較的恵まれている地域であると思うが，スーパー

マーケットやガソリンスタンド等，ドイツ語しか使えない場面も多く，渡独後に初めてドイツ語

の勉強を始めた筆者には，苦労も多かった． 
9 月になると，世界最大のビールの祭典，オクトーバーフェストが開催される(2020, 2021 年は

中止)．老若男女問わず，伝統衣装を身にまとい，ビールや楽器演奏を楽しむドイツ文化を体感で

きたことは，良い経験であった．欧州は日本に比べ，人々の屋外での活動率が高い．レストラン

も屋外席の方が多く，住宅でも休日には公園やベランダで談笑する人々の姿が多くみられる．筆

者の自宅周辺にも，散歩道の整備された大きな公園がいくつも存在し，緑の中の散歩は非常に気

持ちの良いものであった．お気に入りは，市街地に隣接する英国庭園でのランニングであった．

公園全体を回ると 1 周 20km を超え，なかなかの運動である． 
 

 

Fig.10 Optimum multiple injection result for 3 times injection (35MPa) 

Fig.11 Endoscope measurement results for each injection strategies(35MPa) 

Fig.12 Munich city center (Marienplatz) Fig.13 BMW headquarter & museum 
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６．まとめ 
駐在員として海外大学との共同研究に携わる機会を頂き，その研究生活と成果，およびドイツ生

活の一部を紹介した．Wachtmeister 教授を始めとする大学スタッフの皆様，苦楽を共にした担当

学生には，心から感謝の意を表したい．本稿が，グローバルに働くことへ興味を持つきっかけと

なれば幸いである． 
 

文献 
Stadler, A., Sauerland, H., Härtl, M., and Wachtmeister, G., The Potential of Gasoline Fueled Pre Chamber 

Ignition Combined with Elevated Compression Ratio. SAE Technical Paper, 2020-01-0279, (2020) 
Yoneya, N., Blochum, S., Wachtmeister, G., Yasukawa, Y., Sugiyama, Y., High fuel pressure and multiple 

injection of gasoline for the particle emission reduction under cold conditions, FISITA Web Congress 
2020, F2020-EPV-028, (2020) 
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各種委員会活動報告 

 

広報委員会 

 

広報委員会 委員長 菊川 豪太（東北大学） 

幹事 岡部 孝裕（弘前大学） 

 

１．委員会構成 

委員長：菊川 豪太（東北大学），幹事：岡部 孝裕（弘前大学） 

委員：小林 芳成（岐阜大学），長澤 剛（東京工業大学），水嶋 祐基（静岡大学）， 

諸隈 崇幸（神奈川大学），川村 洋介（名城大学），境田 悟志（茨城大学） 

 

２．委員会開催報告 

２．１ メール審議（～2021 年 3 月 14 日） 

・ニュースレターNo.94，95，96 発行のための審議（原稿収集，書式統合，著者および委員

校正などの作業を分担し，多くの打合せを行った）． 

・次期体制および引継ぎの打合せおよび審議．  

２．２ 第 1 回広報委員会（第 99 期＆100 期合同委員会） 

日時・場所：2020 年 3 月 28 日（月）にオンライン会議システムにて開催予定 

議題：引継ぎ，第 100 期活動計画確認，ニュースレターNo. 97～99 の内容について． 

 

３．活動報告 

３．１ ニュースレター発行 

・ニュースレター No. 95（12 月号）を発行し部門ホームページで公開した．ニュースレタ

ー No. 96（4 月号）は現在最終校正中である． 

・99 期のニュースレター編集担当委員は，No.94 が水嶋委員，諸隈委員，No.95 が長澤委員，

川村委員，No.96 が小林委員，境田委員であった． 

・ニュースレターのコンテンツとして，各種行事案内と報告記事の他，TED Plaza に各号 2

報の特集記事を掲載した．  

３．２ 部門ホームページの更新・維持管理 

・部門ホームページのコンテンツを逐次，最新情報に更新した． 

・部門概要，部門長挨拶，委員会名簿，行事予定，部門賞，新着情報掲載欄の維持管理を行

った． 

３．３ インフォメーションメールの運用 

・2021 年 4 月～9 月までは 76 件，2021 年 10 月～2022 年 3 月現在までは下記の通り 75 件の

インフォメーションメール配信を行った． 

 

４．100 期広報委員会構成 

委員長：菊川 豪太（東北大学），幹事：川村 洋介（名城大学） 

委員：境田 悟志（茨城大学），安藤 詩音（九州大学），志村 敬彬（東京大学）， 

出島 一仁（滋賀県立大学），藤井 宏之（北海道大学），三浦 正義（千葉工業大学） 
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配信日 配信元組織 配信先組織 タイトル

1 2022/3/11 熱工学 熱工学 第66回理論応用力学講演会のご案内

2 2022/3/11 エンジンシステム
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 機素
潤滑設計

【残席まだまだあります】講習会No.22-16「往復動内燃機関の研究開発に関わる
計測と診断技術およびシミュレーション技術に関する講習会」開催のご案内

3 2022/3/11 動力エネルギーシステム
熱工学 , 環境工学 , 情報・知能・精密機器 , 産業・化
学機械と安全

講習会「新燃料の最新技術と課題」のご案内

4 2022/3/9 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御
No.22-23 講習会「1DCAEスクール：1Dモデリングセミナ（2022年度） 第1
回：1Dモデリング概論と基礎，方法」開催のご案内

5 2022/3/4 熱工学 熱工学 「SOFC SOEC課題共有フォーラム」開催のご案内

6 2022/3/3 熱工学
熱工学 , バイオエンジニアリング , エンジンシステム ,
動力エネルギーシステム , マイクロ・ナノ工学

【締切間近】No.22-15講習会「機械学習×熱・流体工学の最先端」

7 2022/3/2 熱工学 熱工学 熱工学コンファレンス2022のOS募集

8 2022/3/2 計算力学 流体工学 , 熱工学 , 設計工学・システム 【締切間近】講習会「機械学習×熱・流体工学の最先端」

9 2022/3/1 環境工学
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 機械
力学・計測制御

【締切延長3/11まで】第32回環境工学総合シンポジウム2022

10 2022/2/25 熱工学 熱工学
第10回実験熱流体国際会議（ExHFT-10）のアブストラクト投稿〆切延長の
ご案内

11 2022/2/10 熱工学 熱工学 , 動力エネルギーシステム
【登録〆切：3/10(木曜）】第16.0回相変化界面研究会(3月14日(月曜) 15:00
～16:30)のご案内

12 2022/2/9 熱工学
熱工学 , 計算力学 , 流体工学 , エンジンシステム , 動
力エネルギーシステム

第4回燃焼工学講座のご案内（本会協賛・日本燃焼学会主催）－オンライ
ン開催－

13 2022/2/8 熱工学 熱工学 Thermal No. 4 のご案内

14 2022/2/7 動力エネルギーシステム
機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , ロボティク
ス・メカトロニクス

FDR2022開催延期のお知らせ

15 2022/2/7 エンジンシステム
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 機素
潤滑設計

講習会No.22-16「往復動内燃機関の研究開発に関わる計測と診断技術お
よびシミュレーション技術に関する講習会」開催のご案内

16 2022/2/5 動力エネルギーシステム
流体工学 , 熱工学 , マイクロ・ナノ工学 , スポーツ工
学・ヒューマンダイナミクス

ハイブリッド国際会議PSFVIP13アブストラクト受付延長

17 2022/2/4 動力エネルギーシステム
機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・
計測制御

【開催案内】第29回原子力工学国際会議（ICONE29）

18 2022/2/4 熱工学 熱工学 第10回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ（再送）

19 2022/2/1 動力エネルギーシステム 材料力学 , 機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 【教員公募】福井大学　テニュアトラック助教公募

20 2022/1/31 環境工学
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 機械
力学・計測制御

【講演申込開始】第32回環境工学総合シンポジウム2022

21 2022/1/28 熱工学 熱工学 第10回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ

22 2022/1/27 熱工学
熱工学 , バイオエンジニアリング , エンジンシステム ,
動力エネルギーシステム , マイクロ・ナノ工学

No.22-15講習会「機械学習×熱・流体工学の最先端」

23 2022/1/27 計算力学 流体工学 , 熱工学 , 設計工学・システム
【開催案内】オンライン講習会「機械学習×熱・流体工学」（日時：2022年3
月14日(月) 11:00～17:00）

24 2022/1/20 熱工学 熱工学 第９回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ（再送）

25 2022/1/20 マイクロ・ナノ工学
機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , 情報・知
能・精密機器

No.21-126 講習会「マイクロ・ナノファブリケーション講習会 ‐エッチング加
工によるマイクロ・ナノデバイス作製‐」開催のご案内

26 2022/1/19 動力エネルギーシステム 流体工学 , 熱工学 , エンジンシステム , 環境工学 動エネシンポ講演申込み受付開始のご案内【締切:4/15(金)】

27 2022/1/14 熱工学 熱工学 第９回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ

28 2022/1/12 熱工学 熱工学 第８回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ（再送）

29 2022/1/6 熱工学 熱工学 第８回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ

30 2022/1/6 流体工学
計算力学 , 熱工学 , エンジンシステム , 動力エネル
ギーシステム

（まだ残席ございます）No. 21-117　講習会「流体とインフォマティクス」のご
案内

31 2021/12/28 熱工学 熱工学 , 動力エネルギーシステム 【登録〆切：1/14(金)】第15.5回相変化界面研究会のご案内

32 2021/12/22 熱工学 熱工学 第７回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ（再送）

33 2021/12/20 エンジンシステム
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 環境
工学

【教員公募】群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門・助教

34 2021/12/15 環境工学 流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム
【教員公募】（再）大阪電気通信大学 専任教員（工学部 環境科学科：環境
工学、2022/2/28締切）

35 2021/12/13 熱工学
熱工学 , 計算力学 , 流体工学 , エンジンシステム , 動
力エネルギーシステム

第3回燃焼工学講座のご案内（本会協賛・日本燃焼学会主催）－オンライ
ン開催－

36 2021/12/13 熱工学 熱工学 第７回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ

37 2021/12/8 マイクロ・ナノ工学
機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , 情報・知
能・精密機器

No.21-126 講習会「マイクロ・ナノファブリケーション講習会 ‐エッチング加
工によるマイクロ・ナノデバイス作製‐」開催のご案内

38 2021/12/7 熱工学 熱工学 2022年度年次大会 (富山大学) におけるOSの追加募集について

39 2021/12/6 動力エネルギーシステム 流体工学 , 熱工学 , 環境工学 , 技術と社会
二酸化炭素再資源化技術によるガイア/アグニプロジェクト推進研究分科
会　委員募集について

40 2021/12/6 動力エネルギーシステム
機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , 設計工学・
システム

二酸化炭素再資源化技術によるガイア/アグニプロジェクト推進研究分科
会　クロスオーバー会議の開催について

41 2021/12/3 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御
 No.21-27 講習会「1DCAEスクール：1Dモデリングセミナ（2021年度） 第4
回：モータ、製品システムのモデリング」開催のご案内

42 2021/12/2 動力エネルギーシステム
流体工学 , 熱工学 , エンジンシステム , マイクロ・ナノ
工学

「流れの可視化講習会2022」のご案内

43 2021/12/2 熱工学 熱工学 第６回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ（再送）

44 2021/12/1 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御
No.21-40 講習会「1DCAEスクール：Modelicaセミナ（2021年度）第4回：
Modelica活用」開催のご案内

45 2021/11/30 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御 講演会「1DCAE・MBDシンポジウム2021」参加登録のご案内

46 2021/12/1 熱工学 熱工学 熱工学部門ニュースレターNo.95発行のお知らせ

47 2021/11/29 エンジンシステム 熱工学 COMODIA2022 講演Abstract申込締切延長のご連絡

48 2021/11/26 熱工学 熱工学 第６回熱工学部門オンラインセミナーのお知らせ

49 2021/11/23 熱工学 熱工学 , 動力エネルギーシステム
【登録〆切：12/8(水）】第15.0回相変化界面研究会(12月13日(月曜) 15:00
～16:30)のご案内

50 2021/11/22 エンジンシステム
熱工学 , 動力エネルギーシステム , 環境工学 , 技術
と社会

（11/26締切）第23回スターリングサイクルシンポジウム　開催および参加
登録のお知らせ
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51 2021/11/22 流体工学
計算力学 , 熱工学 , エンジンシステム , 動力エネル
ギーシステム

No. 21-117　講習会「流体とインフォマティクス」のご案内

52 2021/11/22 環境工学
流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御 , 産業・化学
機械と安全

オンライン見学会「「日本一おいしい水」ができるまで！名古屋市鍋屋上野
浄水場」開催のご案内

53 2021/11/20 熱工学 熱工学 , 動力エネルギーシステム
【教員公募】九州大学大学院工学研究院 機械工学部門 熱工学講座 教員
（教授）公募

54 2021/11/14 熱工学 熱工学 , 流体工学 , エンジンシステム
【燃焼シンポジウム】脱炭素化に関する一般公開イベントについて（参加登
録不要）

55 2021/11/11 マイクロ・ナノ工学
計算力学 , バイオエンジニアリング , 流体工学 , 熱工
学

No21-105　講習会「COMSOLによるマルチフィジックス解析- 基礎からの
実習と最新の活用事例紹介 -」 開催のご案内

56 2021/11/5 環境工学
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 機械
力学・計測制御

講習会「プログラミングで学ぶ熱物性推算」開催のご案内

57 2021/11/2 熱工学 熱工学 , 情報・知能・精密機器 , マイクロ・ナノ工学 【11/22】セミナー「環境発電関連技術の最先端」

58 2021/11/2 動力エネルギーシステム 熱工学 , 環境工学 , 技術と社会
カーボンニュートラルに向けたエネルギー貯蔵技術研究会委員の募集につ
いて

59 2021/11/1 材料力学
バイオエンジニアリング , 機械材料・材料加工 , 流体
工学 , 熱工学

【教員公募】宮崎大学工学教育研究部　機械知能工学プログラム担当 准
教授または助教 公募

60 2021/11/1 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御 講演会「1DCAE・MBDシンポジウム2021」参加登録のご案内

61 2021/10/31 熱工学 熱工学 , 動力エネルギーシステム 【登録〆切：11/12(金)】第14.5回相変化界面研究会のご案内

62 2021/10/28 計算力学
バイオエンジニアリング , 材料力学 , 機械材料・材料
加工 , 熱工学

【締め切り：11月18日(木)17:00】12月1日(水)　計算力学部門　機械材料・材
料加工部門 　合同オンライン講習会

63 2021/10/25 流体工学
計算力学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 環境
工学

【締切延長11月15日まで】The 7th International Conference on Jets,
Wakes and Separated Flows開催案内

64 2021/10/22 流体工学 計算力学 , 熱工学 第35回数値流体力学シンポジウム：事前参加登録10/29締切

65 2021/10/18 動力エネルギーシステム
流体工学 , 熱工学 , マイクロ・ナノ工学 , スポーツ工
学・ヒューマンダイナミクス

国際会議PSFVIP13のお知らせ

66 2021/10/13 動力エネルギーシステム
機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , ロボティク
ス・メカトロニクス

FDR2022発表募集のご案内

67 2021/10/11 計算力学 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 設計工学・システム
【開催案内】第11回計算力学シンポジウム（日時：2021年12月6日(月)
10:00-17:00）

68 2021/10/6 マイクロ・ナノ工学
計算力学 , バイオエンジニアリング , 流体工学 , 熱工
学

No21-105　講習会「COMSOLによるマルチフィジックス解析- 基礎からの
実習と最新の活用事例紹介 -」 開催のご案内

69 2021/10/6 動力エネルギーシステム 機械材料・材料加工 , 流体工学 , 熱工学 , 環境工学 ICOPE-2021参加登録期限に関するお知らせ

70 2021/10/5 流体工学
計算力学 , 熱工学 , エンジンシステム , 動力エネル
ギーシステム

（残席ございます）講習会『混相流入門：実験・数値計算の基礎から実例ま
で』のご案内

71 2021/10/4 エンジンシステム
流体工学 , 熱工学 , 動力エネルギーシステム , 環境
工学

基礎教育講習会‐エンジン技術の基礎と応用（その３４）のご案内

72 2021/10/6 熱工学
熱工学 , 流体工学 , 動力エネルギーシステム , 環境
工学 , マイクロ・ナノ工学

日本伝熱学会主催 オンライン講習会「計測技術　～測定の基礎と設計応
用～」受講者募集のご案内

73 2021/10/1 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御
No.21-39 講習会「1DCAEスクール：Modelicaセミナ（2021年度）第3回：
Modelica応用」開催のご案内

74 2021/10/1 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御
【残席あり】No.21-91 講習会「自動車における3次元設計の現状と課題」開
催のご案内

75 2021/10/1 設計工学・システム 材料力学 , 流体工学 , 熱工学 , 機械力学・計測制御
講演会「1DCAE・MBDシンポジウム2021」開催・講演募集のご案内（締切
10/15）
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部門賞委員会 

 

  委員長 店橋 護 
幹事 迫田 直也 

 

構成員：店橋護（委員長），小原拓（部門長），鈴木雄二（前部門長），迫田直也（幹事）， 

田口良広（前委員会幹事，オブザーバー），以上敬称略 
 
１．委員会の開催 
 

第１回委員会 日時：2021 年 5 月 7 日（金）14:30-15:00 
  会場：Web 会議 
  議事：委員会の年間予定と推薦手続きの確認 
第２回委員会 日時：2021 年 6 月 29 日（火）13:30-15:00 
  会場：Web 会議 
  議事：フェロー候補者の選考，部門賞候補者の検討 
第３回委員会 日時：2021 年 9 月 24 日（金）13:00-15:00 
  会場：Web 会議 
  議事：部門賞・部門一般表彰（貢献表彰）候補者の選出 
第４回委員会 日時：2022 年 1 月 21 日 (金) 13:00-15:00 
  会場：Web 会議 
  議事：部門賞・部門一般表彰（貢献表彰）候補者の決定 
      若手優秀講演フェロー賞候補者の決定 

 
２．フェロー候補者の推薦（学会への提出締切り 9 月 17 日） 

(1) フェロー候補者の推薦について，今期は熱工学部門のフェロー組織推薦定数は 2 名で

あること，組織推薦定数を超えた推薦は一般推薦枠として審議されることを確認．結

果，部門推薦定数 2 名に加えて，一般推薦枠として 2 名，合計 4 名を推薦することを

決定． 
(2) 前期の候補者をふまえて，委員長と幹事は候補者リストを作成（6 月末）． 
(3) 幹事はそのリストを（幹事を除く）3 名の部門賞委員会委員に送り，委員には「その

リストから，あるいはリスト外から委員推薦の候補者を選び，幹事宛に投票するよう

に」依頼． 
(4) 幹事は投票結果を集計し，その結果をもとに第 2 回部門賞委員会において，部門推薦

定数 2 名と一般推薦定数 2 名を審議・決定した後，第 2 回総務委員会において諮った

（6 月 29 日）． 
(5) 幹事より，総務委員会で同意が得られた推薦候補者に，部門・一般推薦の候補者とな

っていただくように依頼した（7 月）． 
(6) 委員長・部門長・幹事は，最終的に推薦書をとりまとめ，学会本部に HP より提出し

た（9 月 16 日）． 
(7) 機械学会事務局より自動返信メールが部門長宛に送信された． 
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３．部門賞，部門一般表彰候補者の推薦 
・ 運営委員会構成員には第 1 回運営委員会にて推薦を依頼．9 月に部門ホームページに推薦書

類を掲載．また，同時にインフォメーションメールで部門登録会員全員に推薦依頼（締切り

は 9 月 10 日）． 
・ 第 3 回部門賞委員会で部門賞・部門一般表彰候補者の選定を行った． 
 
４．若手優秀講演フェロー賞候補者の推薦 
・ 若手優秀講演フェロー賞推薦に関して，年次大会（東京理科大学），熱工学コンファレンス（佐

賀大学）の委員会長に推薦を依頼した．なお，依頼時に「評価プロセス手順」「評価フォーム」

を併せて送付． 

※本年度も年次大会および熱工学コンファレンスは Web 開催となったため，審査委員の選任

は実行委員会に一任した．  
 

 
５．部門賞・部門一般表彰・若手優秀講演フェロー賞（敬称略） 
 

●部門賞 

 

 ・国際功績賞（Thermal Engineering Award for International Activity） 

 Sung Jin Kim（Korea Advanced Institute of Science and Technology (KAIST)・Professor） 

 
 ・研究功績賞（Thermal Engineering Award for Outstanding Academic Contribution） 

 丸田 薫（東北大学流体科学研究所・教授） 

 
 ・技術功績賞（Thermal Engineering Award for Outstanding Technical Contribution） 

 岡崎 輝幸（三菱重工業株式会社 総合研究所・主幹研究員） 
 
 ・業績賞（Thermal Engineering Achievement Award） 

 伏信 一慶（東京工業大学・教授） 
 

●部門一般表彰 
 

・貢献表彰（Certificate of Merit for Thermal Engineering Contribution） 
下栗 大右（広島大学・准教授） 
宮良 明男（佐賀大学・教授） 
巽 和也（京都大学・准教授） 

 
●若手優秀講演フェロー賞 
（注：〇印が登壇者，原則として発表の翌年度の 4 月 1 日現在で 26 歳未満の会員が表彰対象） 
１．2021 年度年次大会講演会（審査対象発表 35 件，贈賞数は 1 件） 

 
講演番号：J052-09 
講演題目：ナノ細孔アレイからの蒸発の数値シミュレーション：液相と非平衡気体流れの連

成解析 
研究者氏名：〇今井 宏樹(東京大)，佐々木 優太，松本 浩史，吉本 勇太，高木 周， 

杵淵 郁也 
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２．熱工学コンファレンス 2021 （審査対象発表 122 件，贈賞数は 6 件） 
 

講演番号：B135  
講演題目：核沸騰による流下液膜からの液滴飛散開始条件に及ぼす各種パラメータの影響 
研究者氏名：○田渕 純平(電通大) ，Firman Raka，大川 富雄，上遠野 健一(日立 GE) ， 

古市 肇(日立) ，成島 勇気 
 
講演番号：B212  
講演題目：透過型電子顕微鏡による気液相変化観察に関する研究 
研究者氏名：○川本 鳳璃(九州大) ，廣川 颯汰，生田 竜也，手嶋 秀彰，Solís-Fernández Pablo，

吾郷 浩樹，髙橋 厚史 
 
講演番号：D125  
講演題目：熱交換セクション比率の変化による扁平自励振動型ヒートパイプの熱輸送特性－

凝縮部及び蒸発部面積の場合－ 
研究者氏名：○宮川 滉平(青山学院大学院) ，石井 慶子，内田 龍貴(アドヴィックス) ，

尾畑 聡史，麓 耕二(青山学院大学院) 
 
講演番号：G132  
講演題目：ナノ細孔流路を用いた MoS2表面電荷特性の評価 
研究者氏名：○髙元 昭秀(東京大) ，徐 偉倫, 大宮司 啓文 
 
講演番号：D135  
講演題目：2 次元 TRI 法による Al 配線のマイグレーションと温度分布の関係の可視化 
研究者氏名：○荒木 謙吾(京大院) ，玉井 莞爾，巽 和也(京大) ，栗山 怜子，中部 主敬 
 
講演番号：A114 
講演題目：ステレオ PIV/OH 自発光高速同時計測によるデュアルスワール非予混合火炎の火

炎基部変動特性の解明 
研究者氏名：○服部 広暉(東工大) ，志村 祐康, 店橋 護 

 
以上 
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学会賞委員会 

 

委員長 白樫 了（東京大学） 

 

第 99 期 熱工学部門学会賞委員会 活動報告 

 

委員会構成 委員長 白樫 了（東京大，伝熱），幹事 長谷川 洋介（東京大，伝熱） 

委員 （覆面）デバイス系 2 名，燃焼･計測２名，熱物性 2 名  計８名 

 

活動報告 

５月 10 日 学会賞委員会 online 会議 委員への作業内容の説明と依頼 

６月 3 日 部門インフォメーションメールにて部門推薦（自薦・他薦）の募集 

締切 2019 年 6 月 28 日（月）（必着） 

6 月 22 日 部門インフォメーションメール（リマインド） 

6 月 29 日～7 月 23 日 推薦案件の選定 

7 月 24 日～7 月 30 日 推薦書類の確認，部門推薦文章の作成 

7 月 30 日 書類提出 (電子メール添付にて学会事務局に提出) 

 

推薦件数 

 

〔✔〕日本機械学会賞（技術功績） 0 件 (昨年度 0 件） 

〔✔〕日本機械学会賞（論文）   12 件 (6 件） 

〔✔〕日本機械学会賞（技術）   1 件 (0 件） 

〔✔〕日本機械学会奨励賞（研究） 5 件 （5 件） 

〔✔〕日本機械学会奨励賞（技術） 0 件 (0 件） 

〔   〕日本機械学会教育賞     0 件 (1 件） 

〔✔〕日本機械学会優秀製品賞   0 件 (0 件） 

 

申し送り 

・動き出しは，機械学会のインフォメーションメールより前でも可． 

・委員会活動は online 会議とメールベースで行えた． 

・本年度より，推薦案件を 1 件ずつ学会の表彰部会へ online システムを通じて提出することにな

り，提出作業に時間を要する．但し，推薦案件が 10 件を超える場合は，一括してメール添付で提

出できる．適正な部門推薦件数については，検討をした方がよいかもしれない． 

・online 提出では，指定された書類以外のファイル等は提出できない． 

・推薦案件を一括してメール添付で提出する場合も，指定された書類以外のファイルは，受け取

った後に事務局で削除される（事務局から通知された)． 

以上 
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年次大会委員会 

 

委員長：畠山 友行（富山県立大学） 
幹 事：経田 僚昭（富山高専） 

 
＜2022 年度年次大会 概要＞ 
 日程：2022 年 9 月 11 日（日）～14 日（水） 
 場所：富山大学 五福キャンパス（オンライン開催の場合あり） 

キャッチフレーズ：「シンギュラリティがもたらす機械工学の未来」 
大会テーマ：「アフターコロナにおける機械工学」，「DX による機械技術の革新」， 
     「SDGs への対応」 
 

＜部門単独 OS（1 件）＞ 
S061 乱流熱・物質輸送現象の解明と応用 
 （熱工学部門）  
   オーガナイザ  須賀 一彦（大阪府立大学） 
       中村 元（防衛大学校） 
       服部 博文（名古屋工業大学） 
 
＜部門共催 OS（8 件）＞ 
J061 機械学習✕機械工学の最先端 
 （熱工学部門，流体工学部門，計算力学部門） 
   オーガナイザ 塩見 淳一郎（東京大学） 
       櫻井 篤（新潟大学 
       後藤田 浩（東京理科大学） 
       深潟 康二（慶應義塾大学） 
       大西 領（東京工業大学） 
       下山 幸治（東北大学） 
 
J011 SDGs に貢献する「電子実装技術の最先端」：熱・信頼性制御技術 
 （計算力学部門，材料力学部門，熱工学部門） 
   オーガナイザ 池田 徹（鹿児島大学）   
       小金丸 正明（鹿児島大学）   
       三浦 英生（東北大学）     
       木下 貴博（富山県立大学） 
       畠山 友行（富山県立大学） 
       中川 慎二（富山県立大学） 
   
J051 マイクロ・ナノスケールの熱流体現象 
 （流体工学部門，熱工学部門，マイクロ・ナノ工学部門） 
   オーガナイザ 米村 茂（宇部工業高等専門学校） 
       小原 拓（東北大学） 
       山口 浩樹（名古屋大学） 
       鈴木 雄二（東京大学） 
 
J121 1DCAE・MBD のためのモデリング 
 （設計工学・システム部門，機械力学・計測制御部門，機械材料・材料加工部門， 
 流体工学部門，熱工学部門，計算力学部門） 
   オーガナイザ 大富 浩一（明治大学） 
       山崎 美稀（日立製作所） 
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       長沼 要（金沢工業大学） 
       脇谷 伸（広島大学） 
       岩田 宜之（東芝インフラシステムズ） 
       西田 怜美（DataLabs） 
       山岸 義弘（京セラドキュメントソリューションズ） 
       畑 陽介（ブラザー工業） 
       福江 高志（金沢工業大学） 
 
J181 交通・物流機械の自動運転 
 （交通・物流部門，機械力学・計測制御部門，技術と社会部門， 
 設計工学・システム部門，機械材料・材料加工部門，流体工学部門， 
 産業・化学機械と安全部門，熱工学部門，法工学専門会議， 
 ロボティクス・メカトロニクス部門，スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門， 
 生産加工・工作機械部門，生産システム部門，情報・知能・精密機器部門） 
   オーガナイザ 高田 博（東京理科大） 
       中野 公彦（東京大学） 
       西村 秀和（慶應義塾大） 
       高田 一（中部大学） 
       綿貫 啓一（埼玉大学） 
       ポンサトーン ラクシンチャラーンサク 
            （東京農工大学） 
       林  隆三（東京理科大学） 
  
J222 機械工学に基づく細胞アッセイ技術 
 （マイクロ・ナノ工学部門，バイオエンジニアリング部門， 
 ロボティクス・メカトロニクス部門，流体工学部門，熱工学部門） 
   オーガナイザ 木村 啓志（東海大学） 
       出口 真次（大阪大学） 
       須藤 亮（慶應義塾大学） 
       川原 知洋（九州工業大学） 
       横川 隆司（京都大学） 
       鈴木 宏明（中央大学） 
       元祐 昌廣（東京理科大学） 
 
J225 燃料電池・二次電池とナノ・マイクロ現象 
 （マイクロ・ナノ工学部門，流体工学部門，熱工学部門，計算力学部門，材料力学部門， 
 動力エネルギーシステム部門） 
   オーガナイザ 徳増 崇（東北大学） 
       杵淵 郁也（東京大学） 
       田部 豊（北海道大学） 
       大島 伸行（北海道大学） 
       橋田 俊之（東北大学） 
       鹿園 直毅（東京大学） 
       花村 克悟（東京工業大学） 
 
J241 医工学テクノロジーによる医療福祉機器開発 
 （医工学テクノロジー推進会議，機械力学・計測制御部門，流体工学部門， 
 計算力学部門，バイオエンジニアリング部門，ロボティクス・メカトロニクス部門， 
 情報・知能・精密機器部門，材料力学部門，熱工学部門，マイクロ・ナノ工学部門， 
 機素潤滑設計部門） 
   オーガナイザ 白樫 了（東京大学） 
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       佐久間 淳（京都工芸繊維大学） 
       藤井 文武（山口大学） 
       張 月琳（上智大学） 
 
＜その他＞ 
・部門同好会の開催は各部門の判断に委ねられることになったが，感染症の状況を鑑みて開催し

ないことに決定した 
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環太平洋熱工学会議委員会 

 
委員長： 店橋 護（東京工業大学） 
幹 事： 津島将司（大阪大学）   

 
１．委員会メンバー 

委員長：店橋 護（東京工業大学） 
幹 事：津島将司（大阪大学） 
委 員：深潟康二（慶応義塾大学，第２回 PRTEC 幹事） 
来期以降，準備状況に応じて委員会構成は変更予定． 

 
２．第３回環太平洋熱工学会議に関する基本合意事項 

第 3 回会議は日本機械学会(JSME)，米国熱流体工学会(ASTFE)および大韓民国機械学会
(KSME)の共催で，2023 年中に開催する方向で調整や打合せを行う．第２回会議会期中（2019
年 12 月）に行われた日米韓関係者間の基本合意事項は以下の通りである． 

・ 日米韓の 3学会共催で各機関の代表者を co-chair として組織委員会を構成する．ただ
し，第 3 回会議は ASTFE が主体的に開催する（ホスト・ソサエティを ASTFE と設定す
る）． 

・ 2023 年 12 月に第 3 回会議を開催する．3 年半前を目途に ASTFE は候補地を提案する． 
・ 第 3 回以降の会議開催に係る損益はホスト・ソサエティ 40％，他 2 学会 30％で負担あ

るいは配分する． 
 
３．開催年について 

2020 年度(2021 年 3月)に韓国にて開催予定であった日韓熱流体会議が 2022 年度(2022 年 4
月以降)に延期され，未だ開催の目途が立っていないこと，2022 年度に南アフリカにて開催予
定であった国際伝熱会議が 2023 年度に延期されていること等を鑑み，開催年を 2024 年に延
期する予定である．なお，2020 年度に予定されていたアジア熱科学会議(ACTS2)は 1 年遅れで
2021 年 10 月に開催された． 
今後，ASTFE 側からの提案を待って開催地等の選定を行うが，ASTFE 側から満足できる提案

がなされなかった場合，KSME 側にホスト・ソサエティを変更する等の調整を行う(第 2 回会議
会期中に行われた上記日米韓関係者間の打合せの合意事項)． 

 
４．開催までの主要日程の見通し(2024 年開催の場合) 
 1st announcement       Nov., 2022 
 Website open        Oct., 2023 
 Track, Topics and Track chairs are fixed  Oct., 2023 
 Plenary lectures are fixed     Oct., 2023 
 2nd announcement (Call for Papers)   Nov, 2023 
 Keynote lectures are fixed     Feb., 2024 
 Abstract for review due      Apr., 2024 
 Extend abstract for review due    June, 2024 
 Deadline for early-bird registration   Oct., 2024 
 Deadline for late registration    Nov., 2024 
 

 
以上 
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JSME-KSME 合同会議委員会 

 

鈴木 雄二（東京大学，委員長） 

李 敏赫（東京大学，幹事）  

 

2022 年 日韓機械学会合同・熱流体国際会議 

The Tenth JSME-KSME Thermal and Fluids Engineering Conference, 2022 

       

１）開催日時および議長・共同議長 

日時： 未定（2022.4 以降に延期） 

場所： 韓国･釜山（韓国側が対面での実施を希望） 

 

Chair：     Prof. Han Seo KO, Sungkyunkwan University (KSME, FED) 

 鈴木 雄二教授（東京大学） (JSME, TED) 

Co-chairs： 森西 洋平教授（名古屋工業大学） (JSME, FED) 

      Prof. Yongchan Kim, Korea University (KSME, TED) 

日本側幹事：李 敏赫助教（東京大学） 

 

Organized Session と Session Chair は確定していたが，KSME 側からコロナの状況が見通せ

ないので，一旦 TFEC10 をキャンセルしたいという連絡があった． 

 JSME と KSME の部門長で今後の会議開催について相談をする必要があると考えられる． 

 

 

以上 
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JTST 委員会 

 

委員長： 高橋 周平（岐阜大） 
幹 事： 桑名 一徳（東京理科大） 

 
１．掲載状況（2022 年 3 月 14 日現在） 

Vol. 1, No. 1（pp. 1〜41）： 4 件 
 No. 2（pp. 42〜148）： 9 件 
Vol. 2, No. 1（pp. 1〜133）： 12 件 
 No. 2（pp. 134〜300）： 15 件 
Vol. 3, No. 1（pp. 1〜166）: 16 件 
 （2007 日米熱工学会議特別号：Guest Editor＝花村克悟（東工大）） 
 No. 2（pp. 167〜380）： 17 件 
 No. 3（pp. 381〜551）： 15 件 
Vol. 4,  No. 1（pp. 1〜201）： 17 件 
 No. 2（pp. 202〜323）： 11 件 
 No. 3（pp. 202〜436）： 14 件 
 （第７回日韓熱流体工学会議特別号：Guest Editor＝近久武美（北大）） 
 No. 4（pp. 437〜517）： 8 件 
 （第２回国際伝熱フォーラム特別号：Guest Editor＝中別府修（明治大）） 
Vol. 5, No. 1（pp. 1〜188）： 15 件 
 No. 2（pp. 189〜341）： 11 件 
Vol. 6, No. 1（pp. 1〜202）： 17 件 
 No. 2（pp. 203〜322）： 12 件（Preface を含む） 
 （第７回国際流体力学会議特別号：Guest Editor＝圓山重直、小原拓（東北大）） 
 No. 3（pp. 323〜485）： 13 件 
Vol. 7, No. 1（pp. 1〜349）： 27 件 
 （うち 10 件は第３回アジア計算熱流体シンポジウムからのセレクテッドペーパー：

Guest Editor＝須賀一彦（大阪府立大）、芝原正彦（阪大）） 
 No. 2（pp. 350〜404）： 6 件（Preface を含む） 
 （第８回国際流体力学会議特別号：Guest Editor＝圓山重直、小原拓（東北大）） 
 No. 3（pp. 405〜496）： 9 件 
 （第４回ﾏｲｸﾛｽｹｰﾙ熱流体国際会議特別号：Guest Editor＝高橋厚史（九大）、鹿園直毅（東

大）） 
 No. 4（pp. 497〜766）： 19 件 
Vol. 8, No. 1（pp. 1〜335）： 23 件 
 No. 2（pp. 336〜447）： 10 件（Preface を含む） 
 （第９回国際流体力学会議特別号：Guest Editor＝圓山重直、小原拓（東北大）） 
 No. 3（pp. 448〜612）： 12 件 
Vol. 9, No. 1（JTST1〜5）： 5 件 
 No. 2（JTST6〜15）： 10 件 
Vol. 10, No. 1（JTST1〜20）： 20 件（2 件の Review Paper を含む） 
 No. 2（JTST21〜28）： 8 件 
Vol. 11, No. 1（JTST1〜19）： 19 件（2 件の Review Paper を含む） 
 No. 2（JTST20〜33）： 14 件 
 No. 3（JTST34〜49）： 16 件（Preface を含む） 
 （First Pacific Rim Thermal Engineering Conference 特集号：Guest Editor＝須賀一彦（大阪

府立大）） 
Vol. 12, No. 1（JTST1〜15）： 15 件（1 件の Review Paper を含む） 

 No. 2（JTST16～38）： 23 件 
Vol. 13, No. 1（JTST1～19）： 19 件 
 No. 2（JTST20～35）： 16 件 
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Vol. 14,  No. 1（JTST1～13）： 13 件 
 No. 2（JTST14～29）： 16 件 
Vol. 15,  No. 1（JTST1～12）： 12 件 
 No. 2（JTST13～21）： 9 件（Preface を含む） 
    （Special Issue of The 7th Asian Symposium on Computational Heat Transfer and Fluid Flow： 
  Guest Editor-in-Chief＝芝原正彦（大阪大）） 
 No. 3（JTST22～36）：  15 件 
Vol. 16, No. 1（JTST1～13）：          13 件（Preface を含む） 
    （Special Issue of the Second Pacific Rim Thermal Engineering Conference： 
     Guest Editor-in-Chief＝芝原正彦（大阪大）） 
 No. 2（JTST14～31）：  18 件 
 No. 3（JTST31～41）：  11 件 
Vol. 17, No. 1（jtst.21-00353,271,296,410,346,390）：          6 件 
 
 

２．編修委員会 
 

Editor-in-Chief：高橋周平（岐阜大）  

Editors：  森昌司（九州大/日本伝熱学会推薦）、松原幸治（新潟大）、 

         麓耕二（青山学院大）、小宮敦樹（東北大）、桑名一徳（東京理科大）、 

         戸谷剛（北海道大）、黒瀬良一（京都大）、岩井裕（京都大） 

Advisory Board： 山田昇（長岡技科大） 
 
 
３．第 99 期特記事項 

 

・投稿数について 

Impact Factor は 0.678 となった．(昨年は 0.781、一昨年は 0.686） 

コロナ禍のためか，投稿数は減少した．（詳細は別紙） 

 

・査読期間について 

  可決までの平均日数の目標値（100 日）を達成できた． 

 

・DOAJ 収載について 

CC ライセンスの CC BY－NC-ND として申請した． 

 

・J-Stage 早期公開機能について 

早期公開機能を導入して，採択された論文をジャーナルの掲載日までの間，校正無しの 

原稿で公開することとした．これに伴い DOI の付け方も変更となった． 

 

現在: 10.1299/jtst.2021jtst000X ※年 jtst 通し番号 

変更: 10.1299/jtst.21-00XXX   ※論文受付番号 
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年鑑委員会 

 

 委員長 大宮司 啓文（東京大学） 
 幹事 徐   偉倫（東京大学） 
 
2022 年 8 月に電子版にて公開予定の「機械工学年鑑」の執筆者を 2021 年 5 月に以下のとおり

決定し，2022 年 2 月 4 日付けで学会の担当者上野氏より執筆者に正式な執筆依頼と執筆要項，原

稿テンプレートが送付された．原稿締切日は 2022 年 4 月 11 日であり，2022 年 6 月に原稿の査

読を終了する予定である． 

 

2022 年「機械工学年鑑」  執筆者リスト 

章・節・項 名  称 割当頁 

執筆者に

依頼する

内容 

執筆者氏名 勤務先名 

8 代表者  熱工学  査読 大宮司 啓文 東京大学 

8 幹事 熱工学  査読 徐 偉倫 東京大学 

8.1.1 

伝熱および熱力学 

2000 字程度 概説 白樫 了 東京大学 

8.1.2 2000 字程度 熱物性 岡島 淳之介 東北大学 

8.1.3 2000 字程度 伝熱 村上 陽一 東京工業大学 

8.1.4 2000 字程度 熱交換器 近藤 智恵子 長崎大学 

8.2.1 
燃焼および燃料 

3000 字程度 燃焼 下栗 大右 広島大学 

8.2.2 3000 字程度 
燃焼技術・

燃料 
橋本 望 北海道大学 

 
以上 
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出版委員会 

 

委員長 濱本芳徳（九州大学） 
幹事  仮屋圭史（佐賀大学） 
委員  藏田耕作（九州大学） 
委員  井上修平（広島大学） 

 
1．委員会の開催 
 ウェブサイト「熱工学ギャラリー」（https://g.ted-jsme.jp/）の更新と運営，動画発表セッション

「熱工学コレクション 2021（熱コレ 2021）」の開催，ならびに学会誌特集号「画像で見る機械工

学」の出版（https://www.jsme.or.jp/kaisi-volno/no-1234/）に関して，メール会議を行った． 
また「熱工学ギャラリー」への掲載を促す仕組みづくりの一つとして，動画リクエストを熱工

学ギャラリーHP 上で受け付ける仕組みを検討した結果，継続審議となった． 
 
2．熱工学ギャラリーの更新 
 講演者の希望に応じて，熱工学コレクションで発表いただいた動画をウェブサイト「熱工学ギ

ャラリー」に掲載した．継続的にコンテンツを増やすことを当面の目標とする．熱工学コレクシ

ョン 2021 の講演者からの掲載があった． 
 
3．熱コレ 2021 の開催 
 熱工学コンファレンス（10/9-10，佐賀 Web）において動画発表セッション「熱コレ 2021」を企

画し，5 件の講演が行われた．数多くの参加者に視聴してもらうために，昨年度に引き続き熱工

学コンファレンス特設ページを介して本 OS の講演動画を会期中にオンデマンド配信した．また，

視聴の呼びかけを WEB 意見交換会で行った．その結果，期間中の動画再生回数および最優秀動

画賞への電子投票数も前年度に比べて増加しており，認知度の向上が確認できた． 
熱コレ 2021 最優秀動画賞には「高速度赤外線カメラを用いた水のプール沸騰熱伝達メカニズム

の観察」が選ばれた．後日，受賞者には熱工学コンファレンス実行委員長（佐賀大学 宮良先生）

のお名前で受賞者に表彰状を贈呈した．また，「熱工学ギャラリー」にて「核沸騰熱伝達機構の観

察」（https://g.ted-jsme.jp/21002.html）と題して動画を公開した． 
なお，次年度以降も申込者を増やすために，通常の発表講演とは違うことや，複数件の演題登

録をしても差し支えないことを周知するとともに，個別に登録を依頼するなどの働きかけが必要

と思われる．2022 年度の熱工学コンファレンスでも動画発表セッションを企画予定である．次期

委員会への引継ぎ事項とする． 
 

 
 

図 ウェブサイト「熱工学ギャラリー」トップページに掲載した紹介バナー 
 
4．機械学会誌特集号の準備と出版 
 第 98 期の引継ぎ事項として，「画像で見る機械工学」というタイトルの特集号（2021 年 9 月号 
https://www.jsme.or.jp/kaisi-volno/no-1234/）が出版された．本特集号は「工学および産業界におけ

る動画活用事例」，「教育現場における動画活用事例」および「信頼のある情報の提供と利用の方

法」という 3 つのテーマで構成されている．なお，学会との調整は仮屋幹事を中心に行われた．

特集のねらいが冒頭に本委員会より述べられ，次いで「熱工学ギャラリーの取り組み」が藏田委

員より本編で紹介された． 
本特集号では分野の異なる数多くの執筆者にご協力いただきました．この場を借りて関係各位

に感謝を申し上げます．ありがとうございました． 
以上 
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講習会委員会 

 

委員長  巽 和也（京都大学） 
幹 事  諸隈 崇幸（神奈川大学） 

 長谷川 洋介（東京大学） 
 森本 賢一（東京大学） 

 

１．委員  

委員長  巽 和也（京都大学） 
幹 事  諸隈 崇幸（神奈川大学） 
     長谷川 洋介（東京大学） 

     森本 賢一（東京大学） 

 

２．第99期の活動報告  

・部門講習会  
熱・流体工学における「機械学習」を活用した研究・開発をテーマに2021年3月10日（水

）に行った講習会では，機械学習の基礎および，乱流，伝熱，燃焼の研究開発に機械学習

を導入した内容について，4名の講師に講義いただいた．オンライン開催による最先端の研

究に関する講演とあって，参加者155人と盛況であった．なお，東京大学の鈴木雄二先生

，李 敏赫先生にWebex eventsシステムの設定と運営にて多大なご協力をいただいた．こ

の場をお借りして感謝いたします． 

内  容：No. 21-16 講習会「機械学習×熱・流体工学の最先端」 

（熱工学部門・流体工学部門・計算力学部門 合同企画） 

開催時期：2021 年 3 月 10 日（水） 

会  場：オンライン（Webex events） 

講師題目・講師 
11:00～12:30 機械学習の基礎  樋口知之 （中央大学） 

13:40～14:40 乱流×機械学習  平 邦彦 （UCLA） 

14:50～15:50 伝熱×機械学習 塩見 淳一郎 （東京大学） 

16:00～17:00 燃焼×機械学習  中谷 辰爾 （東京大学）： 

参加者数 155 名 

（内訳：正員・協賛学会員 106 名，特別員 2 名，学生員 25 名，会員外 12 名，一般学生

10 名） 

収支 

収入：2,116,900 円，支出：183,501 円，差引利益：1,933,399 円 
 
 
３．今期の活動計画  

・部門講習会 

「伝熱工学資料」の内容を教材にした熱設計の基礎と応用は，2021年9月16日(木)，17日(

金)にオンラインにて開催され，参加者数は例年通りの人数であった（98期委員会担当）

．来期の講習会は，2022年9月8日(木), 9月9日(金)（オンライン）での実施を決定した． 
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（参考）過去5年間の講習会企画 

企画期 テーマ名 
開催日時 

(企画期次年に開催) 開催場所 
参加者数(学校(学 

生)/企業/その他) 

98 期 

(2020) 

「伝熱工学資料（改訂第 5 版）」の内容を 
教材にした熱設計の基礎と応用 

9/16(木)10:00-16:25 
9/17(金)9:00-16:55 

オンライン（Webex） 27 名 

97 期 

(2019) 

「伝熱工学資料（改訂第 5 版）」の内容を 
教材にした熱設計の基礎と応用 

9/17(木)10:00-16:25 
9/18(金)9:00-17:05 

オンライン（Webex） 50 名 

96 期 

(2018) 

「伝熱工学資料（改訂第 5 版）」の内容を 
教材にした熱設計の基礎と応用 

9/24(月)10:00-16:25 
9/25(火)9:00-17:05 

日本機械学会会議室 
31 名 
(2(2)/24/5) 

95 期 

(2017) 

「伝熱工学資料（改訂第 5 版）」の内容を 
教材にした熱設計の基礎と応用 

9/27(木)10:00-16:25 
9/28(金)9:00-17:05 

日本機械学会会議室 
20 名 
(6(1)/14/0) 

94 期 

(2016) 

「伝熱工学資料（改訂第 5 版）」の内容を 
教材にした熱設計の基礎と応用 

9/28(木)10:00-16:25 
9/29(金)9:00-17:05 

日本機械学会会議室 
20 名 
(0(0)/20/0) 

93 期 

(2015) 

「伝熱工学資料（改訂第 5 版）」の内容を 
教材にした熱設計の基礎と応用 

9/29(木)10:00-16:25 
9/30(金)9:00-17:05 

日本機械学会会議室 
38 名 
(7(4)/28/3) 

 
・ワークショップ 

2021年のワークショップは，熱工学コンファレンス会期中に「熱工学ワークショップ」と

して，主に自動車での熱・エネルギー制御について企業関係者3名の講師を招いて講演いた

だいた．COVID-19（新型コロナウィルス）の感染防止のため熱工学コンファレンスと同様に

ワークショップもオンラインで開催された．熱工学コンファレンス2022（東京）は東京大学 

本郷キャンパスにて対面形式で開催される予定であり，本ワークショップはコンファレンス

初日（2022年10月8日(土)）にランチョンセッションとして開催する予定である．テーマ（講

師）については検討中． 

 
（参考）過去5年間のプレコンファレンスセミナー・熱工学ワークショップ企画 

 

企画期 テーマ名 
開催日時 

（企画期次年に開催) 開催場所 

参加者数(学校(学

生)/企業/その他)  

(有料参加者) 

98 期 
(2020) 産業界で求められる伝熱研究 2021/10/9(土)  

佐賀大学 

（オンライン） 136名 

97 期 
(2019) 産業界で求められる伝熱研究 2020/10/10(土)  

北海道大学 

（オンライン）   

96 期 
(2018) 産業界で求められる伝熱研究 

2019/10/12(土)を予定.
台風19号により中止 名古屋工業大学 

台風19号の接近のた

め中止 

95 期 
(2017) 産業界で求められる伝熱研究 2018/10/22(土) 富山大学 97 名 

94 期 
(2016) 

(熱工学コンファレンスの開催がない

ためセミナーは未開催) 
- - - 

93 期 
(2015) 産業界における「熱マネジメント」 2016/10/22(土) 愛媛大学 90 名 

 

・部門講習会 （長谷川委員長） 
計算力学技術者認定２級対策講習会が開催された．参加者数は，関東会場36名，関西会場

14名であった． 
 
 
３．検討課題  

・講習会企画 

「伝熱工学資料」を教材にした講習会については，第99期と同一内容でオンラインにて実施する

予定である．参加しやすいことも考慮して，開催を広く案内することで参加者が増えるように注力す
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る．さらに，講習会の様子を踏まえて，次年度以降もオンラインにて開催するかどうかを継続して検

討する．  

・ワークショップ 

これまでの講習会委員会，総務委員会等と情報交換し，開催に向けて実施形態の検討，テーマ

および講師の選定を進める． 

 
以上 
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熱工学コンファレンス 2022 実行委員会 

 

委員長：丸山 茂夫 
幹 事：千足 昇平 
幹 事：杵淵 郁也 

1．準備状況 
■ 実行委員会 
委員長：丸山 茂夫（東京大学）   
幹 事：千足 昇平（東京大学），杵淵 郁也（東京大学） 
委 員：加藤 千幸，鈴木 雄二，鹿園 直毅，高木 周，白樫 了 

大宮司 啓文，塩見 淳一郎，長谷川 洋介，児玉 高志，森本 賢一 
徐 偉倫，志賀 拓麿（以上，東大機械） 
野村 政宏（東大電気），三田 吉郎（東大電気） 
稲田 孝明（東京電機大），岩本 薫（農工大），小野 直樹（芝浦工大）， 
嘉副 裕（慶大），工藤 正樹 （都立高専），田口 良広（慶大）， 
丹下 学（芝浦工大），堀 琢磨（農工大），村上 陽一（東工大）， 
元佑 昌廣（東理大），山本 貴博（東理大） 
 

■ 熱工学コンファレンス 2022 開催日時・会場 
 開催日：2022 年 10 月 8 日（土），9 日（日） 
 開催方式：現地 or ハイブリット（またはオンライン）開催（状況に応じて対応） 
 現地会場：東京大学 工学部（文京区本郷 7 丁目） 
 
■ 熱工学ワークショップ 
講習会委員会と協力して従来と同様の方法 or ハイブリッド（またはオンライン）での実施を予定

する． 
開催日時：2022 年 10 月 8 日（土）12:00～14:00 

 会 場：熱工学コンファレンスの会場内 
 時 間：昼休み 
 参加費：1,000 円・先着の予約制とし，参加者には昼食を用意  
 
■ 懇親会 
 開催日：2022 年 10 月 8 日（土） 
 会 場：東京大学山上会館東京大学本郷キャンパス 山上会館 
 ※コロナ感染の状況に応じて，参加登録の開始（8 月中旬）前に判断する． 
 
■ 参加費等 
 参加登録費［講演論文集（ダウンロード版）を含む］ 
   一般  （事前） 10,000 円，（当日現地参加）13,000 円 
   学生  （事前）  5,000 円，（当日現地参加） 8,000 円 
 懇親会会費 
   一般  （事前）6,000 円 （当日現地支払）8,000 円 
   学生  （事前）4,000 円 （当日現地支払）6,000 円 
 
■ 講演論文集の形式と発行方法 
 形態：2020（北海道）と同様 
   （1）原稿書式（2～6 頁，英文アブストラクト付き） 
   （2）簡素化した原稿書式（1 頁限定，英文アブストラクト無し） 
 発行方法：Web 配信（ダウンロード形式） 
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■ ホームページの開設 
 2022 年 1 月 20 日にホームページを公開 
  ・URL： https://www.jsme.or.jp/conference/tedconf22/index.html 
  ・事務局メールアドレス： tedconf22@jsme.or.jp 
 
■ オーガナイズドセッション（OS）の募集開始 
 3 月 2 日に配信済（熱工学部門登録会員宛（メーリングリスト）に配信） 
 応募締切：3 月 31 日（必要に応じて 4 月中旬まで延長予定） 
 
■ 熱工学コレクション 2022（熱コレ） 
 担当委員と協議（予定） 
 
■ 会告 
 学会誌の Web 版 4 月号に掲載するために準備中 
 
2．今後の予定 

・6 月 1 日：講演発表申込受付開始 
・7 月： プログラムの検討． 
・9 月中旬～10 月初旬： 収支（予算）および準備状況の確認． 
※新型コロナウイルス感染の状況，東京大学の施設利用の可否などを見ながら，講演会および

懇親会の開催方式を継続的に検討する．  
 

                                    以上 
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行事案内 
部門企画行事案内 
－2022 年度－ 
●熱工学コンファレンス 2022 

開催日：2022 年 10 月 8 日（土）～9 日（日） 
場 所：東京大学本郷キャンパス，東京都文京区 
 
 

部門関連行事案内 
－2022 年度－ 
●第 26 回動力・エネルギー技術シンポジウム 

開催日：2022 年 7 月 13 日（水）～14 日（木） 
場 所：アバンセ，佐賀県佐賀市 
主 催：日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 

 
●第 32 回環境工学総合シンポジウム 2022 

開催日：2022 年 7 月 7 日（木）～8 日（金） 
場 所：レクザムホール，香川県高松市 
主 催：日本機械学会 環境工学部門 

 
●The 10th International Conference on Modeling and Diagnostics for Advanced Engine Systems 
(COMOIDA2022) 

開催日：2022 年 7 月 5 日（火）～8 日（金） 
場 所：北海道大学，北海道札幌市およびオンラインのハイブリッド開催 
主 催：日本機械学会 エンジンシステム部門 

 
 
国際会議案内 
－2022 年－ 
●第 10 回実験熱流体国際会議（ExHFT-10） 

開催日：2022 年 8 月 22 日（月）～26 日（金） 
場 所：ギリシャ ロドス島 

 
●第 29 回原子力工学国際会議（ICONE29） 

開催日：2022 年 8 月 8 日（月）～8 月 12 日（金） 
場 所：Shenzen, China and Virtual 

 
●The 13th Pacific Symposium on Flow Visualization and Image Processing (PSFVIP13) 

開催日：2022 年 8 月 7 日（日）～8 月 10 日（水） 
場 所：工学院大学，東京都新宿区およびオンラインのハイブリッド開催 

 
●The International Symporium on Convective Heat and Mass Transfer (CONV-22) 

開催日：2022 年 6 月 5 日（日）～6 月 10 日（金） 
場 所：Izmir, Turkey 

 
  

https://www.jsme.or.jp/conference/tedconf22/
https://www.ioes.saga-u.ac.jp/ex-event/PES26/index.html
https://confit.atlas.jp/env22
https://www.jsme.or.jp/conference/comodia2022/
https://www.exhft-10.gr/
https://event.asme.org/ICONE
https://psfvip13.org/
https://www.ichmt.org/conv-22
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その他 
 
編集後記 

 
本号の TED Plaza では、燃焼に関する研究開発をテーマにお二方よりご寄稿いただきました。東京大学・李先生

からは、市販のカセットボンベを用いた高効率熱電発電システムおよびそれを車輪型ロボットに搭載した自律ロ

ボットの開発についてご紹介いただきました。日立製作所・米谷様からは、独ミュンヘン工科大学でのガソリン

エンジンにおける副室ジェット燃焼や燃料噴霧に関する在外研究、およびドイツ滞在中の生活のご様子をご紹介

いただきました。お二方の原稿を拝読し、カーボンニュートラルが謳われる現代社会において、効率的なエネル

ギー利用を実現する燃焼研究の担う役割は、非常に大きなものがあると改めて認識いたしました。新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により、様々な活動が自粛を余儀なくされる中、ご執筆をご快諾くださいました両名に

心より御礼申し上げます。 
 

（編集担当委員：小林・境田） 
 
 
第 99 期広報委員会 

  委員長： 菊川 豪太  東北大学 

幹 事： 岡部 孝裕  弘前大学 

委 員： 小林 芳成  岐阜大学 

長澤 剛  東京工業大学 

水嶋 祐基  静岡大学 

諸隈 崇幸  神奈川大学 

川村 洋介  名城大学 

境田 悟志  茨城大学 
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